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1. Ñ
cos 25Ü+ cos 35Ü
sin 40Ü+ cos 40Ü

=

D

である．

Ò 放物線 y = 3x2 ¡ 4x ¡ 5 と放物線 y = ¡2x2 + 15x + 7 の 2 つの共有点を通る直線の方程式は

y = x+ である．
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x2 ¡ 2x+ 1 dx = である．

Ô ! = cos 2¼
5
+ i sin 2¼

5
とすれば，(2¡!)(2¡!2)(2¡!3)(2¡!4) = である．ただし，iは虚数

単位である．
2. 集合 A = f1; 2; 3; 4; 5; 6; 7; 8gの部分集合について考える．
Ñ 集合 Aの部分集合は全部で 個ある．
Ò 集合 Aの部分集合 B;Cであって，B ½ Cとなるような Bと Cの選び方は全部で 通りある．
Ó 集合Aの部分集合 B;Cであって，B\Cが空集合となるような Bと Cの選び方は全部で 通りある．

3. 正の整数Nの桁数を f(N)で表す．例えば，f(99) = 2;f(100) = 3である．log10 2 = 0:3010とする．
Ñ f(550) = である．

Ò
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n=1
f(n2) = である．

Ó f(2n) = 100となるような正の整数 n は全部で 個である．
4. 座標空間に平行四辺形 ABCDがあり，A(1; 0; 0);B(0; 1; 2);D(3; 1; 0)である．この平行四辺形 ABCDの
周および内部をMとし，Mを z軸のまわりに 1回転して得られる立体をKとする．

Ñ Cの座標は " ; ; : であり，直線ABと平面 z = tの共有点の座標は % ¡ t; t; t=
である．
Ò Kを平面 z = t (0 · t · 2)で切った断面の概形として最も適当なものは アであり，Kを平面 z = 1

で切った断面の面積は ¼である．
アの解答は該当する解答群から最も適当なものを一つ選べ．

Ó Kの体積は ¼である．
Ô 点 P(a; b; c)がK上を動くとき，a2 + b2 + c2 の最大値は である．
【 アの解答群】


